
　
国
家
公
務

員
総
合
職

（
キ
ャ
リ
ア
）

の
志
願
者
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。
霞
が
関
特
有
の
勤
務
環

境
、
す
な
わ
ち
長
時
間
労
働
な

ど
が
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
人
事
院
は
3
月
、

週
休
3
日
制
を
希
望
す
る
全
て

の
職
員
が
取
得
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
提
言
し
、
政
府
に
一

層
の
業
務
改
革
を
求
め
た
▼
公

立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
受
験

者
総
数
も
教
員
の
長
時
間
労
働

が
問
題
と
な
る
中
、
減
少
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
に
危
機
感
を
抱

い
た
文
部
科
学
省
は
2
0
2
2

年
、
教
員
の
働
き
方
改
革
を
進

め
る
た
め
、
長
時
間
勤
務
の
要

因
と
な
り
、
多
大
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
中
学
校
の
休
日
の

部
活
動
の
外
部
委
託
に
向
け
た

検
討
を
始
め
た
▼
医
療
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
、
若
者

に
選
ば
れ
る
職
場
を
目
指
し

て
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の

総
合
病
院
で
午
後
診
療
を
廃
止

す
る
動
き
が
あ
る
の
も
そ
の
一

環
で
あ
ろ
う
▼
Z
世
代（
10
〜

20
代
）
の
若
者
は
働
く
こ
と
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
彼
ら
に
と
っ
て
働
く
価
値

観
は
「
仕
事
」
中
心
か
ら
「
自

分
ら
し
さ
」
も
大
切
に
す
る
傾

向
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。「
良

い
結
果
を
出
す
」「
能
力
を
高

め
る
」
で
は
な
く
、「
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
る
」「
仕
事
環

境
の
心
地
良
さ
」
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
価
値
観
は
具
体
的
な

も
の
か
ら
フ
ワ
ッ
と
し
た
も
の

に
移
り
つ
つ
あ
る
。
若
者
が
求

め
て
い
る
の
は
、
一
応
自
分
色

に
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
、な
ん
と
な

く
ド
キ
ド
キ
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ

と
で
あ
る
よ
う
だ
。 

（c
le
a
r

）

　
ポ
イ
活
と
い
う

言
葉
が
あ
る
ら
し

い
。
買
い
物
な
ど

に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
る
活
動
だ
そ
う

だ
。
で
き
る
だ
け
同
じ
系
列
の

実
店
舗
や
ネ
ッ
ト
通
販
で
買
い

物
を
す
る
と
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

が
効
率
良
く
集
ま
る
の
で
、
楽

天
経
済
圏
、P
a
y
P
a
y
経

済
圏
な
ど
と
い
う
言
葉
も
生
ま

れ
て
い
る
。
系
列
店
を
増
や
す

た
め
、
ま
た
利
用
者
を
増
や
す

た
め
、
各
経
済
圏
は
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。

　
6
月
16
日
に
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2

3
」、
い
わ
ゆ
る
骨
太
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
骨
太

方
針
23
に
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）

に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
「
ほ
ぼ
全
国
民

に
行
き
わ
た
り
つ
つ
あ
る
状

況
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
国

家
予
算
を
使
っ
た
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
ば
ら
ま
き
で
誘
導
し
、

健
康
保
険
証
と
の
一
体
化
。
果

て
は
保
険
証
廃
止
な
ど
事
実
上

の
強
制
を
行
っ
た
結
果
で
あ

る
。
本
当
に
便
利
な
も
の
で
あ

れ
ば
そ
の
よ
う
な
無
理
な
こ
と

を
し
な
く
て
も
、
お
買
い
物
ポ

イ
ン
ト
の
よ
う
に
普
及
率
は
上

が
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
き
ち
ん
と
し
た
議
論

を
行
っ
た
上
で
義
務
化
す
る
の

な
ら
ま
だ
し
も
、
議
論
を
回
避

し
て
事
実
上
の
強
制
を
行
う
の

は
為
政
者
と
し
て
い
か
が
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
24
年
春
に
診
療
報
酬

等
ト
リ
プ
ル
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
社
会
保
障
関
係
費
に
つ

い
て
、
骨
太
方
針
23
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
次
期
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改

定
に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰
・

賃
金
上
昇
、
経
営
の
状
況
、
支

え
手
が
減
少
す
る
中
で
の
人
材

確
保
の
必
要
性
、
患
者
・
利
用

者
負
担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影

響
を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者

が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
応
を
行

う
」。
原
案
で
は
、「
患
者
・
利

用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
の
抑

制
の
必
要
性
」
と
な
っ
て
い
た

も
の
が
「
影
響
」
と
い
う
文
言

に
修
正
さ
れ
、「
患
者
・
利
用

者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
」
と
の
一
文
が
追

加
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
費
抑
制

の
方
針
が
明
記
さ
れ
て
い
た
も

の
を
厚
労
省
や
医
療
団
体
の
働

き
か
け
で
表
現
上
は
押
し
返
し

た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

し
、
今
後
も
政
治
の
動
向
を
注

視
し
て
運
動
は
行
う
必
要
が
あ

る
が
、
厚
労
省
は
医
療
の
こ
と

を
一
番
理
解
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
今
後
も
財
務
省
の
圧
力

に
負
け
ず
、
力
を
発
揮
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

事
実
上
強
制
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
政
策

患
者
に
必
要
な
医
療
が
保
障
さ
れ
る
社
会
に

　
上
京
東
部
・
西
陣
・
宇
治

久
世
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
の
欠
員
に

伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は

定
数
以
内
で
し
た
の
で
、
京

都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定

第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、
投

票
を
行
わ
ず
立
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
2
5
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

﹇
上
京
東
部
﹈

代
議
員　

 

飯
田 

明
男　

﹇
西
陣
﹈

代
議
員　
　

 

田
中 　
誠　

金
光 

京
石　
竹
之
内 

剛

予
備
代
議
員

茶
谷 

賢
一　
中
津
留 

有
子

臼
井 

智
彦　
井
上 　
亮

﹇
宇
治
久
世
﹈

代
議
員　
　

 

堀
内 

房
成

吾
妻 

隆
久 

杉
之
下 

武
彦

河
野 

徳
之　
伊
藤 

妙
子

予
備
代
議
員 

田
中 

慎
一
郎

　
※
訂
正
：
西
陣
医
師
会
の

予
備
代
議
員
の
欠
員
は
4
人

で
す
。補
選
の
公
示（
本
紙
第

3
1
4
8
号
）を
訂
正
し
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

上
京
東
部
・
西
陣
・
宇
治
久
世

　
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い

て
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
こ
と

を
き
っ
か
け
に
批
判
が
高
ま
る

中
、
長
岡
京
市
議
会
が
6
月
26

日
国
に
対
し
「『
健
康
保
険
証

の
原
則
廃
止
』
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
」
を
採
択
し
た
。
府
内

自
治
体
で
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
住
民
の
代
表
た

る
地
方
議
会
と
し
て
、
市
民
の

声
を
国
に
示
し
た
と
い
え
る
。

　
同
市
議
会
の
意
見
書
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
保
険
証

を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
統
合
す
る
の
は
強
権

的
な
方
法
と
批
判
。
他
人
の
医

療
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ
て
い
る

事
例
は
生
命
に
関
わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
て
な
い
人
は
公
的

保
険
診
療
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
廃
止
撤

回
を
求
め
て
い
る
。

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
ト
ラ
ブ
ル
事
例
調
査
が
連
日

報
道
さ
れ
、
耳
目
を
集
め
る

中
、
協
会
は
京
都
の
調
査
結
果

を
6
月
19
日
に
公
表
（
本
紙
3

1
4
8
号
既
報
）。
併
せ
て
京

都
府
議
会
は
じ
め
府
内
全
議
会

に
対
し
、
国
に
意
見
書
を
上
げ

る
よ
う
陳
情
を
行
い
、
こ
れ
を

地
元
紙
（
京
都
・
読
売
・
毎

日
）
が
報
道
し
た
。
長
岡
京
市

議
会
の
意
見
書
を
契
機
に
、
さ

ら
に
他
自
治
体
に
も
広
が
る
よ

う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
世

論
喚
起
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
2
0
2
2
年
度
の
地
区
医
師

会
と
の
懇
談
会
に
併
せ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
医
療
Ｄ
Ｘ
と

「
か
か
り
つ
け
医
制
度
化
」
を

と
指
摘
。
デ
ジ
タ
ル
化
自
体
は

否
定
し
な
い
も
の
の
、
ま
ず
は

個
人
情
報
の
保
護
と
第
三
者
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
丁
寧

な
説
明
に
よ
る
国
民
の
合
意
形

成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
集

積
す
る
個
人
情
報
を
何
に
利
用

し
誰
が
監
督
す
る
の
か
透
明
性

を
確
保
す
べ
き
」
が
75
％
で
最

多
と
な
っ
た
。
次
い
で
「
企
業

利
益
の
追
求
や
社
会
保
障
給
付

抑
制
へ
の
利
活
用
で
な
く
、
国

民
生
活
の
利
便
性
を
発
展
さ
せ

る
観
点
が
重
要
」
が
62
％
、

「
国
民
の
機
微
な
情
報
を
守
る

体
制
構
築
を
最
優
先
に
す
べ

き
」
が
60
％
の
一
方
で
、「
国

の
思
惑
が
ど
う
で
あ
れ
デ
ジ
タ

ル
化
は
早
急
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
」
は
11
％
に
と
ど
ま
っ
た

（
図
1
）。

か
か
り
つ
け
医
機
能
は

医
療
保
障
の
充
実
で

　
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
制
度
整
備
」
を
含
む

全
世
代
型
社
会
保
障
法
が
5
月

12
日
に
国
会
で
成
立
し
た
。
今

回
、
協
会
が
危
惧
し
た
「
か
か

り
つ
け
医
制
度
化
」
に
ま
で
は

踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

先
立
っ
て
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」
を
発
揮
で
き
る
医
療
制
度

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。

　
最
多
は
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
自
律
的
・
自
発
的
に
発
揮

で
き
る
背
景
と
な
る
医
療
保
障

政
策
の
充
実
」
が
64
％
で
あ
っ

た
。
次
い
で
、「
構
造
改
革
に

よ
り
後
退
し
た
保
健
所
を
含
む

自
治
体
機
能
の
回
復
。
医
療
者

と
自
治
体
が
連
携
し
た
地
域
保

健
の
再
構
築
」
と
「『
か
か
り

つ
け
医
』
と
し
て
の
活
動
を
充

分
に
支
え
る
診
療
報
酬
が
必

要
」
が
52
％
で
並
ん
だ
。「
多

職
種
が
連
携
し
て
チ
ー
ム
医
療

の
で
き
る
体
制
、
そ
の
た
め
の

報
酬
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
」
が
44
％
、「
医
学
教
育

に
お
け
る
社
会
保
障
、
公
衆
衛

生
に
つ
い
て
の
学
び
の
保
障
」

が
23
％
と
続
い
た
（
図
2
）。

テ
ー
マ
に
聞
い
た
。
22
年
10
月

か
ら
23
年
4
月
に
か
け
て
2
2

2
0
人
に
送
付
し
、
3
5
1
人

か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率
16

％
）。医

療
Ｄ
Ｘ
は
個
人
情
報
管

理
の
透
明
性
確
保
か
ら

　
国
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
義
務
化
し
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
て
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
に
切
り
替
え
る
な
ど
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
医
療
分
野

で
本
格
的
に
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
協
会
は
こ
う
し
た
医

療
Ｄ
Ｘ
の
狙
い
を
、
個
人
の
医

療
情
報
を
民
間
企
業
に
利
活
用

さ
せ
、「
健
康
・
医
療
の
ビ
ジ

ネ
ス
化
」
を
加
速
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
「
経
済
成
長
」
と
、
国

家
に
よ
る
医
療
・
健
康
情
報
把

握
に
よ
り
医
療
費
抑
制
政
策
を

さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
面
が
あ
る

保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

長
岡
京
市
議
会
が
国
に
意
見
書

長
岡
京
市
議
会
が
国
に
意
見
書

医療DXとかかりつけ医は
環境整備と合意形成が必須

22年度地区懇アンケート

府
内
自
治
体
で
は
初
め
て

図 1　医療DXについてどう考えるか（複数回答）

図 2　「かかりつけ医機能」を発揮できる医療制度（複数回答）

個人情報の利用と監督の透明性を確保すべき

国民生活の利便性を発展させるべき

国民の機微な情報を守る体制構築を最優先すべき

デジタル化は早急に進める必要がある

その他
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かかりつけ医機能を発揮できる医療保障政策の充実

自治体機能の回復。医療者と自治体が連携した地域保健の再構築

「かかりつけ医」の活動を充分に支える診療報酬が必要

多職種が連携してチーム医療のできる体制、報酬の位置づけ

医学教育における社会保障、公衆衛生の学びの保障

その他
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主な内容

談
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骨
太
方
針
2
0
2
3
に
つ
い
て�

（
2
面
）

「
採
血
に
よ
る
神
経
損
傷
」

�

（
2
面
）

　
　
　    

医
療
安
全
講
習
会

新
連
載 

乗
り
鉄
ド
ク
の
趣
楽
悠
遊�

（
4
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで



採
血
に
よ
る
神
経
損
傷
は

判
定
指
標
と
症
状
で
診
断

医
療
安
全
講
習
会
を
開
催

　
協
会
は
5
月
20
日
、
医
療
安
全
講
習
会
「
採
血
に
よ

る
神
経
損
傷
は
だ
れ
の
責
任
？
〜
合
併
症
？
医
療
側
の

責
任
？
〜
」
を
ウ
ェ
ブ
開
催
し
た
。
第
一
部
で
は
、
名

古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
･
医
学
部
医
学
科
個

別
化
医
療
技
術
開
発
講
座
特
任
教
授
の
平
田
仁
氏
が
医

学
的
な
面
か
ら
、
第
二
部
で
は
仁
邦
法
律
事
務
所
所
長

の
桑
原
博
道
氏
が
法
的
な
面
か
ら
、
採
血
に
よ
る
神
経

損
傷
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。
本
講
習
会
に

は
、
全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
会
員
医
療
機
関
か
ら

4
5
2
人
が
参
加
し
た
。

　
第
一
部
で
平
田
氏
は
、
採
血

事
故
で
し
ば
し
ば
診
断
さ
れ

る
、
複
合
性
局
所
疼
痛
症
候
群

（
以
下
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
は
骨
折
や
打
撲
な
ど

の
一
般
的
な
外
傷
に
よ
っ
て
発

症
す
る
タ
イ
プ
Ⅰ
と
、
神
経
損

傷
に
よ
っ
て
発
症
す
る
タ
イ
プ

Ⅱ
に
分
け
ら
れ
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
患

者
の
ほ
と
ん
ど
が
タ
イ
プ
Ⅰ

で
、
タ
イ
プ
Ⅱ
は
非
常
に
稀
で

あ
る
。
医
原
性
神
経
損
傷
の
患

者
は
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
を
発
症
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
神
経
障
害
性

疼
痛
が
遷
延
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
タ
イ
プ
Ⅱ

の
診
断
は
、
明
ら
か
な
運
動
麻

痺
あ
る
い
は
感
覚
障
害
を
伴
っ

て
お
り
、
起
因
す
る
神
経
損
傷

の
存
在
が
明
白
な
場
合
に
の
み

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

　
次
に
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
は
ア
ロ

デ
ィ
ニ
ア
や
情
動
異
常
な
ど
多

様
な
症
状
が
出
現
す
る
こ
と
か

ら
精
神
的
な
疾
患
だ
と
主
張
す

る
人
も
い
る
が
、
脳
機
能
解
析

の
結
果
か
ら
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
患
者

は
脳
内
の
疼
痛
を
認
知
・
抑
制

す
る
シ
ス
テ
ム
に
機
能
的
な
異

常
が
生
じ
て
い
る
と
説
明
し

た
。
ま
た
注
射
後
、
時
間
が
経

過
し
て
か
ら
痛
み
が
出
現
し
遷

延
化
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
注
射

に
よ
っ
て
生
じ
た
組
織
の
小
さ

な
炎
症
が
脳
に
可
塑
的
な
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
手
根
管
症
候
群
の

脳
機
能
解
析
結
果
や
、
実
際
の

講
師
の
平
田
氏
（
上
）、
桑
原
氏
（
下
）

2
0
2
3
年
6
月
16
日
、
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
2
0
2
3
が
公
表
さ
れ
た
。

　
骨
太
の
方
針
は
小
泉
政
権
期

に
各
省
庁
の
利
害
を
超
え
て
新

自
由
主
義
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
予
算
編
成
に
向
け
た
政
権

の
重
要
課
題
や
基
本
方
向
の
方

針
書
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
当

時
の
方
針
は
日
本
政
治
の
基
本

思
想
が
新
自
由
主
義
改
革
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
謳
っ
た
。
す

な
わ
ち
市
場
競
争
の
障
壁
と
な

る
規
制
の
撤
廃
や
歳
出
抑
制
を

通
じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業
の

利
益
に
資
す
る
よ
う
国
家
構
造

を
解
体
的
に
見
直
す
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
今
日
の
Ｄ
Ｘ
に
至

る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
方
針
策
定
に
あ
た
る
経
済
財

政
諮
問
会
議
は
首
相
は
じ
め
主

要
閣
僚
と
主
に
財
界
代
表
者
で

構
成
さ
れ
る
。
国
家
方
針
を
か

よ
う
な
陣
容
で
国
会
議
論
も
経

ず
閣
議
決
定
の
み
で
策
定
す
る

こ
と
の
正
当
性
は
疑
わ
し
く
、

民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
て
今
年
度
の
方
針
も
医

療
・
社
会
保
障
へ
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
た
と
え
ば
2
0
2
4
年
度
に

予
定
さ
れ
る
診
療
・
介
護
・
障

害
の
報
酬
改
定
に
つ
い
て
「
物

価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、
経
営
の

状
況
、
支
え
手
が
減
少
す
る
中

で
の
人
材
確
保
の
必
要
性
、
患

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３
に
つ
い
て

者
・
利
用
者
負
担
・
保
険
料
負

担
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
患

者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要

な
対
応
を
行
う
」
と
さ
れ
る
。

原
案
が
「
抑
制
の
必
要
性
」
と

書
か
れ
て
い
た
の
に
比
べ
れ
ば

ソ
フ
ト
な
表
記
に
改
め
ら
れ
て

は
い
る
が
、
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
要
求
を
強
く
け
ん
制
し
て

い
る
。
ま
た
「
1
人
当
た
り
医

療
費
の
地
域
差
半
減
」
に
向
け

た
医
療
提
供
体
制
改
革
が
あ
ら

た
め
て
強
調
さ
れ
、
地
域
医
療

構
想
・
医
師
偏
在
対
策
と
と
も

に
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
制
度
整
備
の
実
効

性
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
同
時

に
混
乱
に
陥
る
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
推
進
を
通
じ
た
「
医
療
Ｄ

Ｘ
」
も
無
反
省
に
強
調
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
2
0
2
3
〜
2
0
2

7
年
度
で
合
計
47
兆
円
も
の
防

衛
費
拡
大
や
「
少
子
化
・
こ
ど

も
政
策
の
抜
本
強
化
」
に
加

え
、
経
済
財
政
一
体
改
革
も
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
医
療
・
社

会
保
障
は
拡
充
ど
こ
ろ
か
そ
れ

ら
の
財
源
捻
出
に
向
け
た
歳
出

抑
制
の
標
的
と
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
少
子
化
対
策
・
こ

ど
も
た
ち
の
た
め
の
施
策
推
進

は
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の

財
源
捻
出
の
た
め
に
医
療
・
社

会
保
障
水
準
を
後
退
さ
せ
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
防
衛
費
増
額
が
真
に
人
々

の
生
命
を
守
る
た
め
の
も
の
な

の
か
は
疑
わ
し
い
。
2
0
2
2

資
す
る
も
の
と
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
防
衛
力
強
化
さ
え
企

業
利
益
増
大
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
発
想
そ
の
も
の
が
新
自
由

主
義
改
革
の
本
質
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

　
今
年
度
の
骨
太
の
方
針
は
あ

ら
た
め
て
医
療
・
社
会
保
障
制

度
を
拡
充
し
、
す
べ
て
の
人
が

普
遍
的
に
生
命
と
健
康
を
国
家

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
制
度
の

実
現
に
は
、
国
の
政
治
の
根
本

思
想
を
転
換
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
引
き
続
き
私
た
ち
は
医
療

者
と
し
て
国
の
政
策
に
注
視

し
、
あ
る
べ
き
国
と
社
会
保
障

の
姿
を
提
言
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

2
0
2
3
年
7
月
5
日

京
都
府
保
険
医
協
会

副
理
事
長
　
渡
邉
賢
治

年
11
月
の
諮
問
会
議
で
は
民
間

議
員
ら
が
「
防
衛
力
と
経
済
基

盤
の
一
体
強
化
に
向
け
た
防
衛

政
策
の
方
向
性
」
に
お
い
て
、

「
装
備
品
や
技
術
の
調
達
」
は

「
自
国
で
備
え
る
能
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
」
で
あ
り
「
我

が
国
の
民
間
活
力
の
拡
大
」
に

末
梢
神
経
と
静
脈
の
位
置
関
係

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　
続
い
て
第
二
部
で
桑
原
氏

は
、
2
0
1
1
年
の
岡
山
地
裁

判
決
の
一
部
を
引
用
し
、「
静

脈
注
射
に
よ
り
正
中
神
経
が
損

傷
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
医
療
従
事
者

の
義
務
違
反
を
推
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
の
考
え
方
が
現

在
の
裁
判
で
も
尾
を
引
い
て
い

る
と
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、

裁
判
で
「
正
中
神
経
損
傷
」
と

の
診
断
が
認
め
ら
れ
る
と
、
医

療
機
関
側
の
過
失
と
判
断
さ
れ

や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
説
明
し

た
。
自
身
が
担
当
し
た
事
案
の

中
に
は
、
カ
ル
テ
に
運
動
障
害

や
知
覚
障
害
の
記
載
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
診
断
書
に
は

「
正
中
神
経
損
傷
」
と
記
載
し

た
り
、
単
一
の
神
経
障
害
で
は

説
明
で
き
な
い
症
状
が
あ
る
だ

け
で
「
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
」
と
診
断
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
て

お
り
、
厚
労
省
の
判
定
指
標
に

の
っ
と
り
、
症
状
と
の
整
合
性

を
も
っ
て
診
断
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
事
後
対
応
の
留
意
点

と
し
て
、
安
易
に
治
療
費
の
減

免
を
行
う
と
患
者
側
は
医
療
機

関
が
過
失
を
認
め
た
と
誤
解

し
、
休
業
補
償
な
ど
さ
ら
な
る

金
銭
の
要
求
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
十
分
気
を
付

け
て
対
応
し
て
ほ
し
い
と
参
加

者
に
呼
び
掛
け
た
。

　
本
講
習
会
の
模
様
は
、
期
間

限
定
で
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
信
し
て
い
る
。
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
視
聴
い
た
だ
き
、

医
療
安
全
研
修
に
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

談 話

“部下・後輩への指導の仕方”
日　時   9月14日（木） 14時～16時
場　所   京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 谷　洋子 氏（㈱JAPAN・SIQ協会）
参加費 1,000円　※当日徴収
定　員  30人（１医療機関 2人まで）
※ 新型コロナウイルス感染症対策で、参加人数を制限しています。感染状況によっ
ては定員人数を制限する場合もあります。定員に達し受付できない場合のみ、協
会からご連絡します。参加キャンセルの場合は、事前に必ずご連絡下さい。

医院・診療所での接遇マナー研修会（中級）

要申込

お申込は
こちらから

研修会開催にあたり
　協会の接遇マナー研修会は初級と中級があります。初級で接遇の基礎をしっ
かり学んでいただき、次のステップとして中級を企画しています。参加者の中
には初級研修に２度３度と参加され、しっかり接遇の基礎を身に着けてから中
級へ進まれる方もいます。勤務年数の長い方であっても、協会の接遇研修に初
めて参加される方は、初級を受講の上、中級にご参加下さい。
　協会ではスタッフの方に接遇マナーを学んでいただき、院長先生とともに医
院の理念に沿った接遇力の発展を願っています。協会の接遇研修がそのお手伝
いになればと企画運営しています。ご参加をお待ちしています。
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　保団連ホームページでは、各地の保険医協会・保険医会主催のウェブ研究
会・講習会を案内しており、他府県の会員でも参加・視聴できます。企画概要
等の詳細は、保団連情報サービスに登録した会員（登録無料）が閲覧できます。

■  群馬県保険医協会［ 7 月12日（水）20時～21時］
定期総会記念講演「深刻化する少子化問題を現役産婦人科医が徹底分析」
北村 邦夫氏（一般社団法人日本家族計画協会 会長）

■  佐賀県保険医協会［ 7 月14日（金）19時30分～21時］
医科研究会「花粉症に対する最近の専門的な治療法」
草野 謙一郎氏（医療法人ファーストくさの耳鼻咽喉科・小児科 理事長）

■  愛知県保険医協会［ 7 月15日（土）15時30分～17時30分］
再び戦争する国にさせないために― 今、沖縄で起こっていること
三上 智恵氏（ジャーナリスト・映画監督）

■  宮城県保険医協会［ 7 月21日（金）19時～20時50分］
現代日本人の歯並びが最低のワケ～人類学から考える咀嚼器の発達と退縮～
馬場 悠男氏（国立科学博物館 人類研究部 名誉研究員）

■  福岡県歯科保険医協会［ 7 月26日（水）18時～20時］
長崎原爆の黒い雨と内部被爆― 被爆体験者最後の闘い
本田 孝也氏（本田内科医院 院長、長崎県保険医協会 会長）

■  岐阜県保険医協会［ 7 月29日（土）15時～17時］
医療機関におけるサイバーセキュリティ対策2023
深津　博氏（愛知医科大学 医療情報学部 部長・教授、一般社団法人 医療ISAC 代表理事）

保団連情報サービス
の登録はこちらから保団連保団連 研究会交流サイトのご活用を研究会交流サイトのご活用を

今
後
の
予
定

研究会交流サイト
はこちらから



感
染
診
断
の
検
査
を
し
な
い
場
合
の

院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
（
特
例
）
の
算
定

無料相談無料相談協会の 法 律

税 務
建 築

金 融
雇 用 管 理

廃棄物処理

◇会員の希望される専門家をご紹介します
◇随時、 必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各専門家と調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）

※ １事案につき１回
の無料相談を超え
てのご相談は、個
別相談に移行し有
料になります

詳細は協会まで

参加申込・お問い合わせは京都府保険医協会まで（ 9月20日締切）

入院医療を巡る現状と問題を共有しながら、具体的な対応策を学習・交
流する保団連「病院・有床診療所セミナー」が開催されます。ぜひご参
加下さい。

日　時 9 月30日（土） 18時30分～21時
10月 1 日（日） 10時～15時

場　所 TKP新宿カンファレンスセンター（ウェブ併用）
※ 現地参加は定員90人。新型コロナウイルス感染症の流行状態によっては、
完全ウェブ開催となる場合があります。

参加費 現地参加［両日参加：１人10,000円、１日のみ参加：１人6,000円］
※同一法人２人目以降は、上記より3,000円引きとなります。

 ウェブ参加［5,000円］（参加日にかかわらず）
 ※同一法人２人目以降は、上記より1,000円引きとなります。

９月30日（土）18時30分～21時　全体会

○基調報告 「入院医療をめぐる動きと対策について」
○講 演 Ⅰ 「医療DXの光と闇～入院医療に与える影響（仮）」

日本医療総合研究所研究・研修委員　寺尾 正之 氏

10月1日（日）10時～12時　全体会

○講 演 Ⅱ 「地域住民との協力による病院・有床診療所の再生（仮）」
国民健康保険志摩市民病院院長　江角 悠太 氏

10月1日（日）13時～15時　分科会

○病院分科会 「病院における医療情報セキュリティ対策（仮）」
京都大学医学部附属病院医療情報企画部教授　黒田 知宏氏

○有床診分科会 「有床診療所の現状と課題（仮）」
日本医師会総合政策研究機構（日医総研）主席研究員　江口 成美氏

保団連「病院・有床診療所セミナー」

Ｑ
、
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
的
取

扱
い
の
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施

料
（
特
例
）、
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
（
1
0
0
床
未
満
の
病

院
）（
特
例
）
は
、
抗
原
検
査

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
感
染
診

断
の
た
め
の
検
査
を
実
施
し
た

場
合
で
な
い
と
算
定
で
き
な
い

か
。Ａ

、
感
染
診
断
の
た
め
の
検

査
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
で

も
算
定
で
き
ま
す
。
算
定
要
件

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
ま
た
は
そ
の
疑
い
患

者
に
対
し
て
、
必
要
な
感
染
予

防
策
を
講
じ
た
上
で
診
療
を

　
行
政
に
も
良
い
人
、
熱
心
な
人

は
確
か
に
い
る
。
で
も
役
所
と
や

り
と
り
し
て
い
る
と
、
腹
の
立
つ

場
面
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
公
務
員
に
多
く
見
ら
れ
る
傾
向

と
対
処
法
を
考
え
て
み
た
い
。

　
第
1
に
、ル
ー
ル
に
こ
だ
わ
る
。

多
様
な
案
件
を
扱
う
に
は
一
定
の

基
準
が
必
要
だ
か
ら
、法
律
、規
則

な
ど
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
。
中

央
省
庁
は
そ
れ
ら
を
よ
く
把
握
し

て
い
る
が
、
自
治
体
で
は
法
律
や

規
則
を
よ
く
知
ら
な
い
職
員
が
、

そ
の
部
署
の
単
な
る
慣
習
を
ル
ー

ル
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
役
所
の
回
答
に
納
得
で
き
な
い

と
き
に
、
情
に
訴
え
て
も
実
り
は

少
な
い
。「
法
律
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？
」
と
根
拠
を
尋
ね
、

こ
ち
ら
で
も
法
律
を
調
べ
よ
う
。

　
法
律
や
制
度
は
あ
ら
ゆ
る
事
態

を
想
定
し
て
作
れ
な
い
の
で
、
例

外
的
な
ケ
ー
ス
は
法
制
度
の
目

的
・
趣
旨
に
照
ら
し
て
解
釈
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
法
学
で
、

法
律
家
は
そ
う
い
う
思
考
を
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
行
政
職
員
は
、
法
律

や
規
則
を
「
決
ま
り
」
と
し
か
考

え
ず
、
条
文
の
文
言
に
あ
て
は
め

る
だ
け
の
こ
と
が
多
い
。
か
み
合

わ
な
け
れ
ば
行
政
不
服
審
査
請
求

な
ど
の
法
的
手
段
も
考
え
よ
う
。

　
第
2
に
、
書
類
に
こ
だ
わ
る
。

書
類
は
情
報
整
理
と
作
業
効
率
化

の
手
段
な
の
に
、
そ
の
形
式
を
自

己
目
的
化
し
て
、
煩
雑
な
書
類
作

成
を
強
い
て
い
た
り
す
る
。

　
筆
者
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
理
で
市
役

所
へ
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
。

見
出
し
欄
に
【
種
別
】【
事
務
所
】

と
書
い
た
ら
、（
種
別
）（
事
務

所
）
と
記
号
を
変
え
て
出
し
直
す

よ
う
求
め
ら
れ
た
。
そ
ん
な
ト
リ

ビ
ア
に
時
間
を
費
や
し
て
、
重
要

な
課
題
に
手
が
回
る
の
か
。

　
一
方
で
行
政
に
は
、
何
で
も
文

書
を
こ
し
ら
え
て
記
録
・
報
告
す

る
習
慣
が
あ
る
。
電
話
の
相
談
や

苦
情
も
た
い
て
い
記
録
さ
れ
る
。

　
大
事
な
こ
と
は
文
字
に
し
て
伝

え
、
回
答
も
文
書
や
メ
ー
ル
で
求

め
よ
う
。
情
報
公
開
請
求
や
個
人

情
報
開
示
請
求
も
活
用
し
よ
う
。

　
第
3
に
、
上
下
意
識
が
強
い
。

役
所
の
中
で
も
外
部
の
人
に
も
役

職
、
肩
書
き
を
重
視
す
る
。
会
合

で
の
席
の
位
置
、
あ
い
さ
つ
の
順

序
ま
で
細
か
く
気
に
す
る
。

　
人
間
を
ラ
ン
ク
付
け
し
た
が
る

権
威
主
義
、
一
種
の
差
別
文
化
。

権
力
者
・
有
力
者
に
は
丁
重
に
ご

機
嫌
を
取
り
、
福
祉
の
利
用
者
は

見
下
す
。
行
政
の
中
で
も
非
正
規

公
務
員
は
粗
末
に
扱
わ
れ
る
。

　
議
員
、
法
律
家
、
記
者
な
ど
行

政
が
軽
視
で
き
な
い
人
の
協
力
を

得
て
も
よ
い
。
職
員
の
態
度
が
ひ

ど
け
れ
ば
人
事
課
に
伝
え
よ
う
。

　
第
4
に
、
労
力
を
か
け
た
が
ら

な
い
。
特
に
問
題
案
件
の
調
査
や

不
正
の
摘
発
は
手
間
が
か
か
る
。

捜
査
機
関
と
違
っ
て
摘
発
が
業
績

に
な
ら
ず
、対
立
を
恐
れ
る
の
で
、

腰
が
重
い
。
正
義
感
の
あ
る
職
員

が
い
て
も
、
余
計
な
こ
と
を
す
る

な
と
上
か
ら
抑
え
込
ま
れ
る
。

　
第
5
に
、
責
任
を
問
わ
れ
た
く

な
い
。
つ
ま
り
保
身
。
担
当
部
署

で
は
な
い
か
ら
、
前
例
が
な
い
か

ら
、
み
ん
な
に
公
平
に
し
な
け
れ

ば
、
な
ど
と
言
っ
て
逃
げ
る
。

　
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、あ
な
た
の

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
よ
、
と
逆
の

リ
ス
ク
を
伝
え
よ
う
。
個
人
の
権

限
が
大
き
い
欧
米
と
違
い
、
日
本

で
は
組
織
的
決
定
が
主
な
の
で
、

行
政
以
外
の
人
が
参
加
す
る
会
議

で
決
め
る
形
に
し
て
、
職
員
の
責

任
負
担
を
減
ら
す
方
法
も
あ
る
。

　
気
に
入
ら
な
い
こ
と
を
書
き
連

ね
た
が
、
公
務
員
は
個
人
差
が
大

き
い
。
や
る
気
の
あ
る
人
、
誠
実

な
人
を
支
え
よ
う
。
批
判
、
要
求

ば
か
り
で
は
な
く
、
具
体
的
な
提

案
や
知
恵
を
提
供
し
よ
う
。

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
右
眼
白
内
障
に
よ

り
視
力
が
0
・
3
（
矯
正
0
・

7
）
だ
っ
た
た
め
、
本
件
医
療

機
関
で
白
内
障
嚢
外
摘
出
術

（
以
下
、Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
）を
受
け
た
。

術
後
当
初
は
0
・
5
（
1
・

0
）
と
良
好
だ
っ
た
が
、
手
術

の
約
6
カ
月
後
、
処
方
さ
れ
た

眼
鏡
を
装
用
し
て
も
疲
れ
る
、

二
重
に
見
え
る
な
ど
の
症
状
が

出
現
し
、
医
師
が
診
察
し
た
と

こ
ろ
眼
内
レ
ン
ズ
の
偏
位
を
確

認
し
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
に

眼
鏡
レ
ン
ズ
を
変
更
し
視
軸
の

　
患
者
側
は
、
眼
内
レ
ン
ズ
が

偏
位
し
て
い
た
た
め
見
え
に
く

く
、
眼
鏡
を
二
つ
も
作
ら
さ
れ

た
、
も
っ
と
詳
細
で
正
確
な
診

断
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
し
て

医
療
費
な
ど
を
請
求
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
白

内
障
手
術
後
に
眼
内
レ
ン
ズ
が

偏
位
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
矯

正
視
力
が
不
良
な
場
合
や
視
野

が
狭
く
な
る
場
合
、
再
手
術
を

す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
問
題
は

な
い
。
手
技
に
つ
い
て
過
誤
が

あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
過
誤

が
認
め
ら
れ
た
。

　
①
術
前
の
説
明
：
本
件
で
実

施
し
た
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
は
、
白
内
障

超
音
波
乳
化
吸
引
術
（
以
下
、

Ｐ
Ｅ
Ａ
）
が
普
及
す
る
前
に
行

わ
れ
て
い
た
術
式
で
、
Ｐ
Ｅ
Ａ

に
比
べ
角
膜
創
が
大
き
く
、
そ

の
分
侵
襲
も
大
き
く
な
り
、
乱

視
が
強
く
な
っ
た
原
因
の
可
能

性
が
あ
る
。
事
故
当
時
、
一
般

的
に
白
内
障
手
術
で
は
小
切
開

超
音
波
白
内
障
手
術
と
眼
内
レ

ン
ズ
挿
入
術
が
行
わ
れ
て
お

り
、
侵
襲
の
大
き
な
術
式
を
選

択
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

患
者
に
説
明
し
承
諾
を
得
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

　
②
手
技
：
本
件
で
は
、
術
前

矯
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
症
状

は
改
善
し
た
。

　
そ
の
後
、
患
者
は
受
診
し
た

Ａ
医
療
機
関
で
眼
内
レ
ン
ズ
の

偏
位
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ
れ

た
た
め
、
視
力
改
善
の
目
的
で

Ｂ
医
療
機
関
を
紹
介
さ
れ
、
そ

こ
で
手
術
を
受
け
た
。
本
件
医

療
機
関
の
手
術
か
ら
約
1
年
半

後
の
右
眼
の
矯
正
視
力
は
1
・

2
だ
っ
た
。

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
185

公
務
員
の
組
織
文
化
に
ど
う
対
処
す
る
か

に
チ
ン
小
帯
の
脆
弱
性
を
思
わ

せ
る
所
見
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
術
中
に
チ
ン
小
帯
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
っ
て
断
裂
、
ま
た

は
断
裂
が
進
行
し
た
可
能
性
が

高
く
、
手
術
侵
襲
に
よ
っ
て
眼

内
レ
ン
ズ
が
偏
位
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
③
術
後
対
応
：
手
術
直
後
の

屈
折
度
数
よ
り
想
定
以
上
の
強

い
遠
視
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
担
当
医
は
術
後
の
矯
正
視

力
が
良
好
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
速
や
か
に
散
瞳
し
て
眼
内

レ
ン
ズ
の
位
置
に
異
常
が
な
い

か
確
認
し
、
再
手
術
や
他
医
療

機
関
の
紹
介
を
す
べ
き
で
あ
っ

た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
過
誤
を
認

め
、
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。

白
内
障
手
術
で
眼
内
レ
ン
ズ
偏
位

金
融
共
済
委
員
会

（
6
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
3
件
、
加
入
審
査

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

行
っ
た
場
合
に
算
定
で
き
る
と

な
っ
て
お
り
、
検
査
の
実
施
は

必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2 0 2 3 年 (令和 5年) 7 月 1 0 日 第 3 1 4 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）

42



　
初
回
は
京
都
の
幻
の
日
本
酒
電

車
で
す
。
か
つ
て
京
阪
電
鉄
が
2

月
と
3
月
の
日
曜
日
に
、
4
回
限

定
で
走
ら
せ
て
い
た
特
別
企
画
の

日
本
酒
電
車
が
あ
り
ま
し
た
。

 
2
0
1
8
年
と
2
0
1
9
年
は

4
回
、
2
0
2
0
年
は
2
月
だ
け

日
本
酒
電
車
　
隔
離
さ
れ
た
呑
み
鉄
空
間
列
車
（
京
阪
電
鉄
）

み
会
の
よ
う
に
壁
に
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
（
写
真
2
）。

　
京
阪
三
条
駅
を
出
発
し
た
日
本

酒
電
車
は
、
途
中
の
駅
で
定
時
運

行
電
車
を
ど
ん
ど
ん
先
に
行
か
せ

ま
す
。
走
っ
て
い
る
よ
り
停
車
し

て
い
る
時
間
の
方
が
ず
っ
と
長
い

の
で
、
車
内
で
ゆ
っ
く
り
と
飲
み

造
、
佐
々
木
酒
造
、
招
德
酒
造
、

宝
酒
造
、
玉
乃
光
酒
造
、
平
和
酒

造
、
松
井
酒
造
、
都
鶴
酒
造
の
酒

酒
面
々
。
搾
り
た
て
の
生
原
酒
も

あ
り
、
溜
飲
は
下
が
り
、
気
分
は

上
が
り
、
異
次
元
の
時
空
間
で
あ

り
ま
し
た
。
実
車
さ
れ
て
い
た
笹

島
シ
ェ
フ
と
松
井
社
長
と
も
、
呑

み
な
が
ら
直
々
に
お
話
が
弾
み
ま

し
た
。

　
京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
な
っ
て
い
た
、
こ
の
良

い
酔
い
電
車
の
運
行
再
開
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
乗
り
呑
み
鉄
で
す
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
。
神
藏　
純

米
大
吟
醸
（
松
井
酒
造
、京
都
）。

伏
見
の
伏
水
酒
蔵
小
路
と
大
手
筋

の
油
長
さ
ん
の
酒
屋
内
の
吟
醸
酒

房
油
長
で
、
伏
見
の
酒
蔵
全
部
の

日
本
酒
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
（
京
阪
日
本
酒
電
車
、

2
0
2
0
年
2
月
乗
）

写真 2

柴
田
族
光
氏
（
享
年
81
、
福

知
山
）
6
月
19
日
ご
逝
去

竹
内
一
実
氏
（
享
年
63
、
下

京
西
部
）
6
月
23
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。 お

詫
び
と
訂
正　
第
3
1
4

8
号
5
面
で
掲
載
し
た
「
シ

リ
ー
ズ
環
境
問
題
を
考
え
る
」

で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
「
広
島
原
爆
1
6
8
発
分
に

相
当
す
る
1
・
5
×
1
0
1
6

ベ
ク
レ
ル
」は
正
し
く
は
「
1・

5
×
1016
ベ
ク
レ
ル
」
で
す
。

訃
　
報

会員投稿募集中
随筆、詩、短歌な
ど、お好きなテーマ
で。本・映画・音楽
など心に残った作
品紹介でも結構で
す。字数は800字
程度。

写真 1

新 連 載

2
回
運
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
以
後
は
絶
滅

し
た
伝
説
の
「
呑
み
鉄
電
車
」
で

す
（
写
真
1
）。

　
車
輛
は
普
通
電
車
で
使
用
し
て

い
る
6
0
0
0
系
通
勤
型
電
車
。

片
側
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
を
指
定
席

座
席
に
し
て
並
ん
で
座
り
、
前
の

通
路
に
長
机
を
置
い
て
テ
ー
ブ
ル

と
し
、
テ
ー
ブ
ル
の
前
は
人
が
自

由
に
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
各
車
両
に
酒
瓶
と
氷
が

入
っ
た
ワ
イ
ン
ク
ー
ラ
ー
と
酒
樽

が
置
か
れ
、
酒
造
会
社
の
法
被
な

ど
の
グ
ッ
ズ
が
幼
稚
園
の
お
楽
し

食
い
で
き
ま
す
。
ド
ア
は
中
書

島
・
淀
・
樟
葉
の
駅
で
の
み
開
い

て
、
ト
イ
レ
休
憩
を
兼
ね
て
ホ
ー

ム
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

樟
葉
折
り
返
し
で
中
書
島
終
着
の

こ
の
列
車
。
隔
離
さ
れ
た
車
内
で

ご
馳
走
と
美
酒
に
興
じ
る
赤
ら
顔

の
乗
客
た
ち
を
ホ
ー
ム
か
ら
見
た

人
々
は
異
様
に
思
っ
た
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
お
弁
当
は
イ
ル
・
ギ
オ
ッ
ト
ー

ネ
特
製
の
イ
タ
リ
ア
ン
お
重
。
日

本
酒
に
合
う
よ
う
に
シ
ェ
フ
が
工

夫
し
た
逸
品
で
し
た
。
伏
見
の
9

蔵
に
京
都
の
〝
神
藏
〞
の
松
井
酒

造
が
加
わ
っ
た
10
蔵
元
が
選
り
す

ぐ
り
の
酒
を
提
供
し
、
酒
を
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
と
、
蔵
人
が
や
っ
て

来
て
利
き
猪
口
に
注
い
で
く
れ
ま

す
。
黄
桜
、
北
川
本
家
、
齊
藤
酒

　
い
ろ
ん
な
所
に
行
き
た
い
。
い
ろ
ん
な
酒
を
呑
み
た
い
。

い
ろ
ん
な
列
車
に
乗
り
た
い
。〝
趣
を
悠
々
と
楽
し
む
遊
び

心
〞
趣
は
鉄
道
に
始
ま
り
酒
に
至
る
道
。
悠
は
優
雅
の
優
に

通
ず
る
道
。
変
わ
り
列
車
に
乗
っ
た
回
想
と
魅
力
を
更
級
日

記
の
よ
う
に
綴
る
「
乗
り
鉄
ド
ク
の
趣
楽
悠
遊
」。

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.1

村
むら

上
かみ

匡
まさ

孝
たか

プロフィール
大阪生まれ神戸育ち。兵庫県立神戸高校卒業
1983年  京都府立医科大学卒業　耳鼻咽喉科学教室入局
1991年 医学博士
主な勤務病院：京都府立与謝の海病院（研修医）、健保鞍馬口病院、
松下記念病院、国立舞鶴病院（医長）、京都第一赤十字病院（副部長）
1997年  京都府立医科大学講師、米国Syracuse大学客員講師（１年間）
2001年 京都市立病院医長
2002年  京田辺市にて村上クリニックを開業

産婦人科診療内容向上会
日　　時 8月5日（土）16時～17時50分
場　　所 京都ホテルオークラ３階　曲水（ウェブ併用）
 （京都市中京区河原町御池　TEL 075-211-5111）

解　　説 「保険請求の留意事項と最近の審査事情」
  京都産婦人科医会理事 支払基金京都支部審査委員　

井上 卓也氏

特別講演 「女性の日々の不調に対する漢方」
慶應義塾大学医学部漢方医学センター医局長 堀場 裕子氏
座長　洛和会音羽病院産婦人科部長　伊藤 美幸氏

共　　催　京都産婦人科医会、京都府保険医協会、クラシエ薬品株式会社
※日産婦学会の単位が加算されます。
※日産婦医会研修出席証明シールが発行されます。
※日本専門医機構【特別講演】産婦人科領域講習：１単位
※日医生涯教育講座１単位　83：相補・代替医療（漢方療法を含む）

　産婦人科医会非会員の先生は、保険医協会事務局までお申込み下さい。産婦人科医会
会員の先生は、産婦人科医会の会報に同封の申込ファクスにてお申込み下さい。
※ 『グリーンペーパー』No.322（６月25日発行）のお知らせで、講師の堀場裕子氏の
肩書に誤りがございました。正しくは上記の通りです。お詫びし訂正いたします。

2023年平和のための京都の戦争展　講演企画

　今年も平和のための京都の戦争展が８月１日～６日にかけて、長浜バイオ大学
京都キャンパスにて開催されます。協会も参加する「核兵器廃絶ネットワーク京
都」の講演企画は２日午後に開催します。

日　時 8月2日（水）13時30分～15時（予定）
場　所 長浜バイオ大学京都キャンパス１Ｆ大講義室

平和のための京都の戦争展会場（京都市上京区河原町広小路上ル）
講　師 大久保 賢一氏

（ 日本反核法律家協会会長・核兵器廃絶日本NGO連絡会共同代表）

内　容 前半 1時間は大久保氏の講演
後半30分は大久保氏とKNOW NUKES TOKYOメンバーの若者
との対話

申　込 不要、無料（会場、Zoomどちらでも歓迎します）
Zoomの方はこちらからご参加下さい
➡ミーティングID：820 8535 0113　パスコード：988046

主　催 核兵器廃絶ネットワーク京都

お問い合わせ　　〈事務局〉京都府保険医協会（TEL 075-212-8877）

健康食品のチェックポイントを知ろう！
～ 安全な利用のために ～

　「健康によい」というものの、なかには科学的根拠が明らかでないものもあるサ
プリメントや健康食品。その摂取による健康被害の例も見られます。その正しい
摂り方や注意点などを学べる講演会です。

日　時  8月26日（土） 14時～16時
場　所  京都府保険医協会・ルームA～C（ウェブ併用）

※会場参加は20人限定

講　師  脇 昌子氏（内閣府食品安全委員会委員）
●国立循環器病センター（現　国立研究開発法人国立循環器病研究センター）医長
●静岡市立静岡病院内分泌･代謝内科主任科長
●京都大学医学部臨床教授
● 糖尿病、高血圧、脂質異常症や肥満などの代謝疾患、内分泌疾患と臨床栄養
学が専門

参加費   無料（要申込）
ウェブ参加者には後日、Zoom案内をメールで
お届けします。

主　催 京都府保険医協会

食の安全問題講演会

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

迫りくる核戦争の危機と私たち
核兵器廃絶と9条の世界化を
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